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広
域
議
会
と
の
問
題
意
識
の
共
有
を

　
　
　
秋
田
　
茂 

議
員

 

環
境
を
守
る
た
め
に

　
　
　
中
村
安
雄 

議
員

○ 

合
併
後
５
年
を
経
過
し
て
、
広

域
事
務
組
合
運
営
の
問
題
と
都

市
計
画
の
線
引
き
に
つ
い
て

質 

問　

①
広
域
事
務
組
合
運
営
に

つ
い
て
は
予
算
や
事
業
に
つ
い

て
決
定
事
項
を
一
方
的
に
示
さ

れ
る
場
合
が
多
い
。
し
か
し
市

の
議
会
で
は
何
か
問
題
に
な
っ

た
場
合
に
改
め
て
問
題
提
起
さ

れ
る
。
多
額
の
負
担
金
を
支
出

し
て
い
る
執
行
部
も
含
め
、
事

業
の
詳
細
や
問
題
点
を
検
討

し
、
問
題
意
識
を
共
有
す
る
た

め
の
説
明
・
報
告
を
行
う
べ
き

と
思
う
が
ど
う
か
。
②
都
市
計

画
の
線
引
き
問
題
（
都
市
計
画

税
）
に
つ
い
て
は
、
合
併
時
に

当
分
の
間
と
い
う
こ
と
で
、
水

海
道
地
区
と
石
下
地
区
と
で
異

な
っ
た
対
応
と
な
っ
て
い
る
。

都
市
計
画
税
の
あ
り
方
を
含

め
、今
後
の
方
向
性
を
尋
ね
る
。

答 

弁
（
企
画
部
長
）
当
市
は
、
５

つ
の
一
部
事
務
組
合
に
加
入
し

て
お
り
、
常
総
市
議
会
で
選
出

さ
れ
た
市
議
会
議
員
の
方
々
が

数
名
ず
つ
、
組
合
議
員
と
し
て

各
組
合
議
会
に
出
席
。

　

 　

こ
れ
ら
一
部
事
務
組
合
議
会

の
内
容
は
、
組
合
議
会
関
係
者

だ
け
で
な
く
、
誰
で
も
傍
聴
が

可
能
な
た
め
、
広
域
事
業
の
動

向
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

 　

ま
た
、
広
域
事
業
の
中
で
大

規
模
な
負
担
が
生
じ
た
り
市
民

生
活
に
影
響
を
及
ぼ
す
事
業

は
、
議
員
全
員
協
議
会
で
執
行

部
か
ら
報
告
を
行
っ
て
い
る
。

　

 　

な
お
、
取
手
市
、
守
谷
市
、

つ
く
ば
み
ら
い
市
の
３
市
は
、

議
員
全
員
協
議
会
や
議
会
定
例

会
の
初
日
に
、
組
合
議
員
か
ら

組
合
議
会
の
内
容
に
関
す
る
報

告
を
行
う
場
を
設
け
て
い
る
と

の
こ
と
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、

議
員
間
の
一
部
事
務
組
合
の
事

業
に
関
す
る
理
解
や
情
報
の
共

有
を
深
め
る
と
と
も
に
、
一
部

事
務
組
合
に
関
す
る
議
論
の
活

性
化
を
図
っ
て
い
る
と
聞
く
。

　

 　

常
総
市
の
都
市
計
画
税
の
調

整
方
針
に
つ
い
て
は
、
合
併
協

定
書
の
中
で
「
石
下
地
区
の
都

市
計
画
税
に
つ
い
て
は
当
分
の

間
現
行
の
と
お
り
と
す
る
」
と

明
記
さ
れ
、
あ
り
方
に
つ
い
て

は
、
様
々
な
問
題
が
関
連
す
る

の
で
、
市
と
し
て
も
、
慎
重
か

つ
充
分
な
議
論
を
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
現
時
点

○ 

坂
手
畜
産
団
地
内
の
ハ
エ
と
悪

臭
対
策
の
成
果
と
今
後
の
対
応

に
つ
い
て

質 

問　

平
成
９
年
に
地
域
の
広
範

囲
に
わ
た
っ
て
ハ
エ
が
大
発

生
。
工
業
団
地
や
ゴ
ル
フ
場
、

学
校
等
が
当
時
大
混
乱
と
な
っ

た
。そ
の
後
も
数
回
に
わ
た
り
、

ハ
エ
問
題
は
解
決
す
る
こ
と
な

く
延
々
と
続
い
て
い
る
。
本
年

６
月
の
ハ
エ
の
発
生
に
対
す
る

指
導
の
徹
底
に
よ
り
、
大
発
生

を
防
い
だ
こ
と
は
多
大
な
功
績

で
あ
る
。
協
議
会
と
し
て
住
民

と
共
に
感
謝
し
た
い
。
秋
に
向

か
っ
て
発
生
す
る
た
め
、
事
前

指
導
で
飼
育
数
、
鶏
糞
処
理
、

消
毒
等
に
つ
い
て
も
計
画
書
の

提
出
等
に
よ
り
、
指
導
の
徹
底

を
は
か
る
こ
と
が
必
要
と
思
う

が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。

答 

弁
（
産
業
労
働
部
長
）
今
年
６

月
３
日
に
、
坂
手
町
の
某
養
鶏

場
を
発
生
源
と
し
た
ハ
エ
が
大

量
発
生
。
こ
こ
は
現
在
約
18
万

羽
の
鶏
が
飼
養
さ
れ
、
鶏
糞
の

処
理
施
設
は
25
万
羽
分
の
処
理

能
力
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が

大
量
発
生
は
、
定
期
的
な
羽
化

防
止
剤
の
散
布
を
実
施
し
て
い

な
か
っ
た
人
的
要
因
に
よ
る
。

　

 　

ハ
エ
発
生
後
の
対
策
に
つ
い

て
は
、
毎
日
市
担
当
職
員
が
現

地
調
査
に
出
向
き
、
成
虫
駆
除

剤
散
布
や
羽
化
防
止
剤
散
布
等

に
直
接
立
会
い
す
る
な
ど
改
善

指
導
を
実
施
。
６
月
10
日
頃
に

は
ハ
エ
が
減
少
し
、
そ
の
後
は

大
量
発
生
が
抑
え
ら
れ
て
い
る

状
況
で
あ
る
。

　

 　

現
在
も
、
週
に
２
回
程
、
現

地
調
査
に
よ
る
ハ
エ
の
発
生
状

況
の
確
認
、
防
除
作
業
の
実
施

確
認
、
防
除
日
報
を
提
出
さ
せ

る
こ
と
な
ど
を
実
施
し
て
監
視

を
続
け
て
い
る
。
ま
た
、
６
月

26
日
に
開
催
さ
れ
た
「
常
総
市

ハ
エ
と
悪
臭
問
題
対
策
坂
手
協

議
会
」
に
お
い
て
、
抜
本
的
な

改
善
対
策
を
求
め
る
決
議
が
な

さ
れ
、
地
元
の
方
々
と
、
市
の

間
で
再
発
防
止
に
む
け
た
監

視
・
指
導
を
続
け
る
こ
と
を
あ

ら
た
め
て
確
認
し
た
。

　

 　

市
と
し
て
は
、
秋
以
降
の
ハ

エ
が
発
生
す
る
時
期
に
備
え
、

地
域
住
民
と
連
絡
を
取
り
な
が

ら
、
監
視
・
指
導
を
徹
底
し
て

い
く
。

で
は
現
行
ど
お
り
進
め
る
方
向

で
あ
る
。

　

 （
再
質
問
）
守
谷
に
建
設
中
の

ゴ
ミ
処
理
施
設
は
取
手
市
議
会

等
が
反
対
の
意
見
書
提
出
。
代

表
者
を
広
域
議
会
に
出
し
て
議

決
さ
れ
た
も
の
を
市
議
会
が
反

対
意
見
書
を
出
す
と
い
う
の
は

合
意
形
成
の
あ
り
方
に
問
題
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。
長
期
計

画
や
そ
の
方
向
性
に
つ
い
て
職

員
サ
イ
ド
で
は
ど
う
か
か
わ
っ

て
き
た
の
か
。

　

 （
再
答
弁
）（
企
画
部
長
）
地
元

ク
リ
ー
ン
守
谷
協
議
会
が
基
本

的
に
あ
そ
こ
に
建
て
さ
せ
な
い

と
こ
ろ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
お

り
、
職
員
レ
ベ
ル
で
は
か
か
わ

れ
な
か
っ
た
の
が
事
実
で
あ

る
。

　
 （

市
長
）
こ
の
２
年
の
間
は
管

理
者
会
に
も
事
務
担
当
が
出
席

し
、
議
会
も
傍
聴
し
て
い
る
。

他
の
３
市
の
い
い
と
こ
ろ
を
と

っ
て
、
今
後
考
え
て
い
く
。

 

〈
そ
の
他
の
質
問
事
項
〉

○ 

高
度
情
報
化
の
時
代
を
担
う
人

材
の
育
成
と
、
平
成
21
年
度
に

採
用
さ
れ
た
人
事
制
度
の
評
価

に
つ
い
て
。

○ 

自
治
区
の
合
併
問
題
に
つ
い

て
。


